




























































































　常三島遺跡では、再開発を原因として、2016 年度までに計 21 次にわたる発掘調査が実施されてき
た。結果として、近世徳島城下町常三島地区の様相が、少しずつ明らかにされつつある。常三島キャ
ンパスは、キャンパス中央を南北に走る道路を境として、西エリア（南常三島町 1丁目）と東エリア
（南常三島町 2丁目）に分けられるが、発掘調査は東エリアで 17 次、西エリアで 3次にわたって実施
されている。また、キャンパスの北東に位置する総合グラウンドでは、1次の調査が実施されている。
本書で報告する地域連携プラザ地点調査は、西エリアで 3 回目の調査であり、常三島遺跡としては、
第 19 次調査にあたる。そして、フロンティア研究センター地点調査は、東エリアでは 17 回目の調査
であり、常三島遺跡としては、第 20 次調査にあたる（第 3図・第 1表）。
　これまでの調査では、江戸時代（17 ～ 19 世紀代）の武家屋敷跡が検出されている。それより前の
時期に属する遺構は今のところ、確認されていない。注目すべき成果としては、屋敷境の溝（1・3・4・























































第4次調査 1995年（平成7年度） 工業会館 400
12月１日～１月31日
(2か月) 徳島市教委 勝浦康守


















第8次調査 1997年（平成9年度） 総合情報処理センター 687
3月28日～6月10日
(2か月半) 徳島大学 北條芳隆




















































第18次調査 2007年（平成19年度） 総合科学部1号館エレベーター 35
1月16日～1月21日
（6日間） 徳島大学 中原　計




























































み舟入状遺構の発見もまた、屋敷境溝の調査と並んで重要である（定森編 2005）（第 5 図）。現在の
工学部付近は「安宅島」と呼ばれ、『徳島藩領国図屏風』や『忠英様御代御山下画図』（推定寛永年間、



























































































































屋敷地内で発見された火葬墓　第 3・5 次調査（工学部光応用工学科棟地点）では、17 世紀代の火
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第 2 節　常三島遺跡の概要
